
1 病原体

ダイジェスト版

エムポックス診療の手引き
― クリニック・診療所向け ―

4 クレードI ／ II、無症状病原体保有者

知見が蓄積し、クレードによる致命率や感染・伝播性などの主要な疫学的特性に大きな差はないと考えられ、
クレード別に異なる対応を行う必要はない
ただし、免疫不全がある場合には重症化するリスクが高いことに留意する
無症状でのPCR陽性報告があるが、感染性の評価は限定的である

3 臨床像・合併症（外来での見落とし防止）

発熱、リンパ節腫脹、皮疹（疼痛を伴うことあり）
性器・肛門周囲の限局病変のみの場合もある
合併症として細菌の二次感染、眼合併症などに注意

オルソポックスウイルス属のモンキーポックスウイルス（別名  エムポックスウイルス：MPXV)

この資料はエムポックスの診療にあまり携わったことのないクリニックや診療所の方々が
エムポックスを疑う患者の対応を行う際にご活用いただくことを目的として作成しています

6 鑑別診断（例）

疾患
単純疱疹（性器ヘルペス等）
水痘・帯状疱疹
梅毒
接触皮膚炎等

鑑別ポイント（例）
小水疱の集簇、再発、局所疼痛
皮節性／汎発、既往・免疫状態
硬性下疳、全身発疹、血清検査で評価
感染徴候に乏しい、曝露（薬剤・化学物質）

5 診療の留意点（問診）

① 症状（発疹の部位・痛み） 
② 曝露歴（接触／渡航／性的接触等）
③ 同居者・濃厚接触者の有無

【 問診 】

2 伝播様式
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主な経路
皮膚・粘膜の直接接触
近距離での飛沫
間接接触（寝具・衣類・物品）
性的接触

ポイント（外来での要点）
病変（発疹・痂皮）／体液への接触で感染リスク
長時間の対面接触でリスク上昇。
汚染物品の共有を避け、適切な処理。
性器・肛門周囲病変を含め、曝露歴聴取（渡航歴を含む）が重要



7 クリニック／診療所における感染対策

● 疑い時対応フローチャート
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● チェックリスト

受付・待合：疑い例は受付時に不織布マスク着用、病変を覆い、個室へ誘導
PPE：医療従事者は手袋、不織布マスク
接触予防策：上記PPEのほか、状況により、ガウン、眼の防護、処置後の手指衛生徹底
環境：診察後の診察台・高頻度接触面の清拭・消毒、リネン類は振らずにビニール袋へ回収
廃棄物：汚染物は密閉し、施設ルールに基づき処理
連絡：保健所へ相談・連携（検査依頼や搬送調整）

他疾患評価
( 通常診療へ )

水痘 · 帯状疱疹
手足口病、梅毒
性器ヘルペス
淋病、赤痢アメーバなど

鑑別診断の検索

診察環境 · 廃棄物はチェックリスト参照

❶ 受付 ·トリアージ
皮疹または粘膜疹
発熱 (38.5℃以上 )

頭痛 · 咽頭痛 · 肛門直腸痛など

※民間検査会社における体外診断用
医薬品を用いて確定検査を行った
場合も同様に感染症法に基づき
届出を行う

※積極的疫学調査として保健所から
医療機関、自宅の感染対策や接触
者について後日照会

陰性

NOYES

陽性

検体搬送

鑑別診断を否定

YES

鑑別診断

❻ 感染症法に基づき届出（4類※）

❺ 行政検査

❹ 保健所へ相談
検査 · 搬送調整
検体採取

❸ 疑い例
病変被覆 · 個室隔離
PPE着用：手袋、マスク
必要に応じガウン

❷ 曝露歴あり
( 接触 · 性的接触 · 渡航 )


